
全員参加型の研究システム 

まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校は、知的障害教育と肢体不自由教育の２部門、小中高の３学部がある大規模な特別支援学校です。そのため、 

校内研究を実施する場合は、教員の人数が101名と多く、以下のような課題がありました。 

 

 

 

 

 

 この課題を解決するために、４点の改善点をあげ、全員参加型の研究システムとして推進しました。 

 

 

 

 

 

 

 

以下の３つを毎月循環させながら、授業改善を進めています。 

全員参加型の研究システムに取り組み、３

年目になります。運営は、各学部の研究部

が主体となり進めます。そのため、学部の課題にきめ細やか

に対応できるようになりました。これらの改善が実り、今年

度の夏季授業改善研究会後のアンケートでは、８２％の教員

が「自己の授業改善につながる学びが深まった」と回答しま

した。今後も、創意工夫をしながら、教員の授業力の向上、

児童・生徒のＱＯＬの向上を目指して取り組んでいきます。

（研究研修部 指導教諭・山下さつき） 

 

１．研究グループによる 

研究授業の実施 

２．月１回２５分間研究会の実施 ３．外部専門家の活用 

知的障害

教 育 27

グループ、

肢体不自

由教育16

グループ

が研究授業を実施し、改善に取り

組んでいます。 

授業について

課題を共有し、

互いにアドバ

イスを出し合

いながら改善

を進めていま

す。毎月の積み重ねを大切にしてい

ます。 

外部専門家

からの「研

究授業への

助言」と「全

体 へ の 講

義」を組み合わせて、専門的な知識

を構築しながら実践につなげるよう

に工夫しています。 

■府中けやきの森学園  -校内研究の充実 全員参加型の研究システム- 
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１．全教員で学びを共有しようとすると、研究対象となっている学習グループが、担当している児童・生徒の

実態と合わない場合、学びの効果が薄れてしまう。 

2．研究対象となった学習グループに、負担がかかる。 

 

 

 

１．全学習グループを研究対象とし、年１回以上の研究授業を実施する。 

２．毎月１回２５分研究会を積み重ねて、授業改善を進める。 

３．外部専門家に、研究授業の助言や研究会の講師を依頼し、継続的に助言が受けられるようにする。 

４．各学部の研究会の運営は、各学部の研究研修部が主体的に実施する。 

課題 

改善点 

  

 

配信済みのＧｏｏｄ Ｎｅｗｓは、以下の掲示板から御覧になれます。 

【令和５年度ＧｏｏｄＮｅｗｓ】【令和４年度特集号】【令和４年度ＧｏｏｄＮｅｗｓ】【令和３年度ＧｏｏｄＮｅｗｓ】 

https://portal.taims.tocho.local/sites/1199/GoodNews2/Forms/AllItems.aspx
https://portal.taims.tocho.local/sites/1199/GoodNews/Forms/AllItems.aspx?RootFolder=%2Fsites%2F1199%2FGoodNews%2F%E7%89%B9%E9%9B%86%E5%8F%B7&FolderCTID=0x012000150A33E58772AD4089908CC897C1F39D&View=%7B9CEDF357%2DE150%2D4431%2DBE1B%2D9464D10C6E07%7D
https://portal.taims.tocho.local/sites/1199/GoodNews/Forms/AllItems.aspx
https://portal.taims.tocho.local/sites/1199/GoodNews1/Forms/AllItems.aspx

